
福島工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 国語
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 『改訂版現代文Ｂ』『改訂版古典Ｂ（古文編）』『改訂版古典Ｂ（漢文編）』『改訂版現代文Ｂ準拠ワーク』『改訂版
古典Ｂ古文編準拠ワーク』『改訂版古典B漢文編準拠ワーク』（数研出版）

担当教員 百井 順子
到達目標
①現代文においては、作品のテーマや作者の主張を理解できるようにする。
②古文・漢文においては、正確な語彙・文法の知識を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

現代文 文章の内容を理解し、要旨を書く
ことができる。

文章の内容を理解することができ
る。

文章の内容を的確に理解すること
ができない。

古文 古文の内容を理解し、現代語訳す
ることができる。

古文の内容を理解することができ
る。

古文の内容を理解することができ
ない。

漢文 漢文を書き下し文に直し、現代語
訳することができる。

漢文を書き下し文に直すことがで
きる。

漢文を書き下し文に直すことがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 近代・現代の文章、古文、漢文を読み、文章の内容を正しく読み取る力を養う。また、その文章が書かれた時代状況や

文化的背景も概観する。

授業の進め方・方法 中間試験は共通科目試験日に50分の試験を実施する。期末試験は50分の試験を実施する。
定期試験の成績を７０％、課題・平素の成績等を３０％として評価し、６０点以上を合格とする。

注意点 読書する機会を増やすこと。また、機会あるごとに文章を書くように心がけ、表現力を身につけること。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 現代文：未来世代への責任 経済学者が「悪魔」である理由を理解できる。
2週 現代文：未来世代への責任 経済学者が「悪魔」である理由を理解できる。
3週 現代文：未来世代への責任 未来世代とは何か理解できる。
4週 現代文：科学・技術の歴史の中での社会 「科学」と「社会」の関係について理解ができる。
5週 現代文：科学・技術の歴史の中での社会 「技術」と「社会」の関係について理解できる。
6週 現代文：科学・技術の歴史の中での社会 現代の「科学」と「社会」の関係を理解できる。
7週 現代文：科学・技術の歴史の中での社会 現代の「科学」と「社会」の関係を理解できる。
8週 古文：『方丈記』（ゆく河の流れ） 古文を現代語訳することができる。

2ndQ

9週 古文：『方丈記』（養和の飢饉） 古文を現代語訳することができる。
10週 古文：『方丈記』（養和の飢饉） 古文を現代語訳することができる。
11週 古文：『方丈記』（養和の飢饉） 古文を現代語訳することができる。
12週 現代文：消費されるスポーツ スポーツと「大衆」の関係について理解できる。
13週 現代文：消費されるスポーツ スポーツとメディアの関係について理解できる。
14週 前期の学習内容の復習 ワークブックの問題を解き、不明な点を確認できる。
15週 テストの返却と解説 理解の不十分な部分を知ることができる。
16週

後期

3rdQ

1週 現代文：消費されるスポーツ スポーツとメディアの関係について理解できる。
2週 現代文：消費されるスポーツ スポーツとメディアの関係について理解できる。
3週 現代文：「文化が違う」とは何を意味するのか？ 日本とイスラーム世界の共通点を理解できる。
4週 現代文：「文化が違う」とは何を意味するのか？ 文化相対主義とは何かを理解することができる。
5週 現代文：「文化が違う」とは何を意味するのか？ 筆者が提唱していることをまとめることができる。

6週 現代文：「である」ことと「する」こと 近代社会における制度の考え方を理解することができ
る。

7週 現代文：「である」ことと「する」こと 「である」社会と「である」道徳を理解できる。

8週 現代文：「である」ことと「する」こと 日本の急激な「近代化」について理解することができ
る。

4thQ

9週 現代文：「である」ことと「する」こと 「である」価値と「する」価値の倒錯を理解できる。

10週 現代文：「である」ことと「する」こと 学問や芸術における価値の意味を理解することができ
る。

11週 漢文：鴻門之会 漢文を書き下し文に直し、現代語訳することができる
。

12週 漢文：鴻門之会 漢文を書き下し文に直し、現代語訳することができる
。

13週 漢文：鴻門之会 漢文を書き下し文に直し、現代語訳することができる
。

14週 後期の学習内容の復習 ワークブックの問題を解き、不明な点を確認する。
15週 テストの返却と解説 理解の不十分な部分を知ることができる。
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 授業内の活動 合計
総合評価割合 70 20 10 100
基礎的能力 50 20 10 80
応用力 20 0 0 20


